
令和 6年度 収集委員会(書面) 意見一覧 

実施：令和 7年 2月 2日～2月 12日 

候補作品：寄贈候補作品 3点 

 

委員 作品１ 

三島 喜美代《Work92-N》 

作品２ 

イエリザヴェタ・ポートノヴァ《窯》 

作品３ 

secca inc.《AMU》 

伊藤
いとう

 嘉
よし

章
あき

 

愛知県陶磁美術館総長、 

町田市立博物館館長 

【意見】収集するに適当である。 

岐阜県でも制作を行ってきた、三島喜美代という作家の代表

作のひとつを収蔵できることは、展覧会の開催など努力を続

けてきた上での大きな成果であると思う。 

【意見】収集するに適当である。 

「第 13回国際陶磁器展美濃」陶芸部門でのグランプリ受賞作

品を収蔵することは、館として重要な役割を果たすことと考

える。是非とも収集をしていただきたい。 

【意見】収集するに適当である。 

「第 13回国際陶磁器展美濃」陶磁器デザイン部門ファクトリ

ー分野での金賞受賞作品を収蔵することは、館として重要な

役割を果たすことと考える。是非とも収集をしていただきた

い。 

【質問】 

本作については、土岐市での制作と断定できないということ

か。 

[回答]土岐市で制作された。このことを三島スタジオの助手

に確認している。 

【質問】 

（なし） 

【質問】 

プレスリリースの内容と調書に違いがあるようだ。特に作家

名についての変更は、理由があってのことか。 

（プレスリリースでの作者名：株式会社雪花 secca inc.／柳

井友一） 

[回答]受賞決定後に作者側から国際陶磁器フェスティバル美

濃 実行委員会に、作者名を secca inc.とするよう依頼があ

り、変更となった。 

唐 澤
からさわ

 昌
まさ

宏
ひろ

 

国立工芸館館長 

 

【意見】収集するに適当である。 

岐阜県現代陶芸美術館で開催された三島喜美代氏の展覧会

は、三島氏にとって最後の展覧会（練馬区美とひとつととら

えて）となっただけでなく、多くの人の記憶に残る展覧会と

なった。本作品はその三島氏の作品コンセプトをしっかりと

鑑賞者に伝えるものであり、収蔵するに相応しい。 

【意見】収集するに適当である。 

国際的な情勢を考えると、この時代に本作品が収蔵される意

義は、今後、ますます大きくなるように思われる。 

【意見】収集するに適当である。 

他館ではあまり目を向けない分野・作品であるが、岐阜県現

代陶芸美術館らしい収集方針に合致した優れた作品である。 

【質問】 

（なし） 

【質問】 

（なし） 

【質問】 

（なし） 

外
と

舘
だて

 和子
かずこ

 

多摩美術大学教授、 

美術評論家 

 

【意見】収集するに適当である。 

当該作品は三島の代表的作品の一つであり、その「物量」も

含めてこの作品のコンセプトを示すものであり、収集にふさ

わしい。 

【意見】収集するに適当である。 

昨今の国際情勢を如実に反映した作品であり、現代陶芸の美

術館としてまさに収集すべき作品である。また、国際陶磁器

展美濃の大賞作品の継続的収集という流れに沿った収集とし

ても妥当である。 

【意見】収集するに適当である。 

いわゆる個人作家以外の陶磁制作の今日的ありようを示す優

品であり、今後の展開、応用の可能性も含めて意義のある作

品である。また、国際陶磁器展美濃受賞作の継続的収集の流

れに沿った収集としても妥当である。 

【質問】 

全部で何パーツの構成か。 

[回答]約 400パーツで組み立てられる。（作品調書の備考欄に

記載） 

【質問】 

（なし） 

【質問】 

壁面展示作品のようだが、裏面にフックなどが付いているの

か。 

[回答]壁面に展示する。そのための金具が裏面に付いている。 

 



 

委員 作品１ 

三島 喜美代《Work92-N》 

作品２ 

イエリザヴェタ・ポートノヴァ《窯》 

作品３ 

secca inc.《AMU》 

橋 本
はしもと

 麻里
ま り

 

柑橘山美術館 解説準備室 

室長 

 

【意見】収集するに適当である。・ 

当館での個展開催を経て、広範な評価の確立された、三島氏

の大型作品収蔵に至ったことは順当、かつ収集方針にも合致

し、館の活動のいっそうの充実に資するものであると考える。 

 

【意見】収集するに適当である。 

作品そのものの無二の個性と雄渾な創造性、国際陶磁器展美

濃でのグランプリ受賞という客観的な評価ともに備えた、優

れた作品であり、収蔵に値する。また収蔵を選択する行為そ

のものに、近年期待されるアクチュアルな場としてのミュー

ジアム、という意味において、大きなインパクトを持つ。 

【意見】収集するに適当である。 

コンセプト、技術、デザイン性ともに高いレベルで完成され

たプロダクト/作品である。産業陶磁器の新たな可能性を拓く

作品として、収蔵にふさわしい。 

【質問】 

（なし） 

【質問】 

（なし） 

【質問】 

（なし） 

矢橋
やばし

 龍 宜
たつよし

 

矢橋ホールディングス(株) 

代表取締役社長 

【意見】収集するに適当である。 

 

【意見】収集するに適当である。 

 

【意見】収集するに適当である。 

 

【質問】 

（なし） 

【質問】 

（なし） 

【質問】 

（なし） 

 

 

 


